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「
心
と
心
と
を
つ
な
ぐ
物
と
用
役
、
物
を
、
人
を
、
そ
し
て
心
を
、
損
う
こ
と
勿
れ
／
」
企
業
交
際
費
の
問
題
は
、
会
計
学
上
、
財
務
会
計
、
管
理
会
計
、
税
務
会
計
さ
ら
に
は
会
計
監
査
と
い
う
よ
う
に
、
極
め
て
多
方
面
の
領
域
に
ま
た
が
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
各
領
域
で
、
と
も
に
未
開
拓
の
状
態
に
あ
る
難
問
の
一
っ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
理
由
の
一
班
は
、
企
業
交
際
費
の
性
格
が
そ
の
名
称
の
示
す
ほ
ど
に
は
単
純
で
な
く
、
ま
た
か
か
る
出
費
を
も
た
ら
す
行
為
そ
の
も
の
が
そ
の
現
象
形
態
と
は
別
に
、
多
分
に
企
業
の
最
高
経
営
者
層
の
機
密
行
動
に
直
結
す
る
本
性
を
備
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
企
業
交
際
費
の
問
題
は
、
そ
れ
が
近
年
、
資
本
蓄
積
策
の
補
強
と
い
う
立
場
か
ら
税
制
上
の
規
制
の
対
象
と
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
個
別
企
業
の
会
計
問
題
と
し
て
は
勿
論
、
国
民
経
済
的
立
場
か
ら
も
漸
く
そ
の
批
判
と
反
省
の
目
が
、
こ
こ
に
向
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
果
し
て
国
民
経
済
的
に
も
会
計
学
的
（
個
別
経
済
的
）
に
も
ど
の
よ
う
な
科
学
的
評
価
と
位
置
ず
け
が
、
な
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
企
業
交
際
費
は
現
下
の
経
済
体
制
上
の
社
会
的
濫
費
で
あ
り
、
会
計
学
上
も
資
本
損
失
と
し
て
の
利
益
処
分
的
性
格
の
も
の
で
な
い
の
か
。
小
稿
の
課
題
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
本
問
題
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
成
果
を
整
理
し
検
討
し
て
、
企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
き
ゞ
は
し
カ
企
業
交
際
費
管
見
酒
井
文
雄
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企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
問
題
解
明
の
た
め
の
若
干
の
手
が
か
り
を
え
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
以
下
こ
の
問
題
を
、
山
企
業
交
際
費
の
本
質
と
実
態
、
②
そ
の
会
計
学
的
性
格
、
③
会
計
的
管
理
手
法
と
そ
の
限
界
、
④
課
税
制
度
の
役
割
と
特
徴
、
⑤
ア
メ
リ
カ
の
動
静
と
い
う
順
序
で
、
考
察
一
、
企
業
交
際
費
の
本
質
と
実
態
企
業
交
際
費
と
は
、
本
来
、
企
業
が
経
営
上
の
便
宜
か
ら
、
得
意
先
、
仕
入
先
、
取
引
銀
行
、
関
係
官
庁
等
そ
の
外
部
関
係
者
に
対
し
、
接
待
、
饗
応
、
慰
安
、
見
舞
い
、
贈
答
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
行
為
を
す
る
た
め
の
各
種
出
費
の
総
称
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
出
費
は
現
実
の
会
計
処
理
上
、
そ
の
支
出
内
容
で
贈
与
、
リ
ペ
ー
ト
、
会
議
費
、
広
告
宣
伝
費
、
開
発
費
、
給
与
等
と
通
常
そ
の
分
か
ち
が
た
い
境
界
線
を
接
し
て
お
り
、
そ
の
う
え
税
制
上
の
規
制
措
置
と
も
相
ま
っ
て
、
概
念
上
の
混
乱
が
甚
だ
し
い
。
と
こ
ろ
で
、
交
際
費
の
概
念
は
も
と
も
と
、
い
わ
ゆ
る
生
産
経
済
単
位
た
る
企
業
会
計
上
の
も
の
で
は
な
く
、
消
費
経
済
単
位
た
る
家
計
上
の
も
の
と
い
え
る
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
交
際
費
の
概
念
は
そ
れ
が
た
と
い
企
業
会
計
上
に
転
用
さ
れ
た
ば
あ
い
で
も
、
企
0
0
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
業
負
担
の
個
人
的
消
費
の
形
態
で
、
受
入
れ
た
側
に
あ
る
い
は
当
事
者
双
方
に
対
し
て
、
そ
の
経
済
的
・
心
理
的
利
益
を
直
接
供
与
す
山
る
と
い
う
、
特
殊
な
内
容
の
出
費
で
あ
る
。
そ
の
上
、
こ
の
出
費
は
の
ち
に
も
ふ
れ
る
ご
と
く
、
企
業
に
お
け
る
そ
の
予
算
編
成
上
の
0
0
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
最
小
構
成
単
位
た
る
「
個
人
枠
」
の
性
格
か
ら
み
て
、
多
分
に
特
権
的
地
位
の
余
得
と
し
て
の
実
体
を
備
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
企
業
交
際
費
と
い
う
名
の
個
人
的
消
費
は
、
企
業
の
立
場
か
ら
み
て
も
、
単
純
に
字
義
通
り
の
原
価
や
費
用
で
は
必
ず
し
も
あ
り
え
な
い
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
の
企
業
交
際
費
の
年
間
支
出
額
が
い
か
に
九
大
な
も
の
か
は
、
第
1
表
に
示
す
と
こ
ろ
か
ら
も
ほ
ぼ
推
測
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
の
全
法
人
の
年
間
交
際
費
支
出
額
は
近
年
四
、
0
0
0億
円
に
近
い
金
額
で
、
こ
れ
は
国
民
所
得
の
二
彩
強
に
該
当
し
、
し
よ
う
。
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一
般
に
そ
の
過
大
な
金
額
が
注
目
さ
れ
て
い
る
広
告
費
支
出
額
を
遥
か
に
上
ま
わ
る
巨
額
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
巨
0
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
額
の
企
業
交
際
費
の
分
布
が
そ
の
絶
対
額
で
通
常
、
企
業
規
模
に
比
例
し
て
巨
大
企
業
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
だ
が
、
こ
の
負
担
の
軽
重
度
合
を
そ
の
売
上
高
に
対
す
る
百
分
率
で
見
て
み
る
と
第
2
表
の
ご
と
く
で
、
逆
に
企
業
規
模
（
取
引
規
模
）
に
反
比
例
し
0
0
o
 o
 o
 o
 a
 
て
中
小
企
業
に
過
重
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
某
巨
大
製
鉄
会
社
や
某
巨
大
電
気
メ
ー
カ
ー
の
年
間
交
際
費
支
出
額
は
約
六
l
七
億
円
だ
が
、
某
中
小
建
設
会
社
は
こ
れ
に
比
べ
れ
ば
支
出
絶
対
額
で
は
遥
か
に
少
額
で
、
し
か
も
そ
の
売
上
高
に
対
す
る
百
分
率
で
は
六
彩
弱
に
も
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
五
l
六
彩
と
い
う
比
率
が
、
各
業
種
を
通
じ
て
零
細
企
業
一
般
の
、
図
お
し
な
べ
て
の
状
態
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
企
業
交
際
費
の
絶
対
額
で
の
巨
大
企
業
へ
の
偏
在
の
程
度
は
、
同
一
規
模
の
企
業
間
に
あ
っ
て
も
そ
の
業
種
に
よ
り
若
干
の
相
違
を
示
し
、
中
小
企
業
に
お
け
る
負
担
の
軽
重
度
合
も
、
単
に
そ
の
企
業
規
模
に
反
比岡
例
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
需
給
関
係
の
安
定
度
、
大
企
業
と
の
系
列
関
係
の
有
無
と
そ
の
強
弱
度
等
で
、
相
当
の
隔
差
を
生
じ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
右
の
よ
う
な
巨
額
の
企
業
交
際
費
を
、
そ
の
支
出
側
と
反
対
の
立
場
の
収
入
側
か
ら
、
い
ま
少
し
考
察
し
て
み
よ
う
。
こ
の
大
部
分
（
三
分
の
二
程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
）
が
い
わ
ゆ
る
社
用
的
な
遊
興
飲
食
費
と
し
て
料
飲
業
に
受
入
れ
ら
れ
、
そ
の
残
額
が
外
商
部
を
窓
口
と
し
た
百
貨
店
や
そ
の
他
の
業
種
に
帰
属
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
か
る
関
連
の
も
と
に
、
わ
が
国
特
有
の
ゆ
が
め
ら
れ
た
風
俗
営
業
の
繁
栄
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
通
産
省
が
昭
和
三
十
七
年
六
月
一
日
現
在
で
実
施
し
た
「
商
業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
飲
食
店
は
店
数
に
し
て
二
四
万
三
、
0
0
0店
で
、
そ
の
従
業
者
数
（
事
業
主
、
家
族
従
業
員
を
含
囚
む
）
は
九
八
万
人
、
一
ケ
年
間
の
総
売
上
高
ほ
六
、
四
一
四
億
円
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
実
施
さ
れ
た
同
じ
セ
ン
サ
ス
の
実
績
を
基
準
に
推
定
す
る
と
、
わ
が
国
の
社
用
的
な
料
飲
業
で
あ
る
料
亭
、
酒
場
、
・
ハ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
等
の
規
模
が
、
固
店
数
で
約
九
万
七
、
0
0
0店
（
四
0
彩
ー
三
十
五
年
実
績
、
以
下
同
じ
）
、
従
業
者
数
で
約
四
三
万
人
（
四
四
彩
）
、
一
ケ
年
間
の
売
上
高
で
約
二
、
五
0
0億
円
（
三
九
・
八
彩
）
に
も
及
ぶ
巨
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
物
語
っ
て
い
な
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
料
欽
業
企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
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第1表 企業交際費支出の規模
八度1(1)交際費支出額 1(2)対比率売上高 (3交)対際国費民I所広得告比費率
28 I 750億円 1 o.9彩 |1.29呵0.84彩
29 I 700 I 0.1 I 1.13 I o.so 
30 I 720 I o.6 I 1.00 I o.90 
31 | I（上以上の7法，50資人本金500|万円o以.5 ） 0.98 I 0.97 
32 I 800 虚。身45 I 0.97 11.14 
（以上下の法，資人本金1, 円以） 
33 I 850 1 。 •45 I 1.02 I 1.21 
34 I 930 I o.4 I o.96 I 1.51 
35 I 1,200 I — 1.05 1 1.52 
36 I 1,500 I- 1.09 I 1.60 
37 | （全法1,800人3,500億)円 — 1. 17| 1.25 （全法人2.27%)
（注） （1), (2)欄は大蔵省調べ，（3）欄左は経企庁調べの国
民所得に基づき(1)の金額の百分率を求めたもの，（3）欄
右は電通調べによる。なお，（1),(2)欄については，高
垣金三郎「ゆがんだ社用」，朝日新聞，37年7月1日朝
刊， 4面，竹内益五郎「交際費の税務上の問題点」，簿
記， 37年10月号， P.28，金井澄雄「会社交際費の内幕」，
別刷中央公論， 3舷F経営問題秋季号， P.274を参照。
あ
る
。
も
の
と
は
、
決
し
て
い
え
な
い
の
で
企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
明
自
で
あ
る
。
な
る
程
、
巨
額
の
企
業
交
際
費
が
、
こ
れ
ら
の
ゆ
が
め
ら
れ
た
風
俗
営
業
に
お
け
る
一
部
事
業
主
の
危
大
な
利
潤
と
多
数
従
業
者
の
m
 
不
安
定
な
生
計
費
と
を
と
も
に
保
証
す
る
も
の
に
は
違
い
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
こ
と
が
ま
た
、
健
全
な
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
山
海
野
安
美
「
交
際
費
の
上
手
な
税
務
処
理
」
、
三
七
年
十
月
、
日
本
法
令
様
式
販
売
所
刊
、
一
八
l
一
九
頁
、
前
掲
、
金
井
澄
雄
「
会
社
交
際
費
の
内
幕
」
、
田
辺
昇
一
「
会
社
を
食
い
も
の
に
す
る
の
は
誰
か
」
、
三
九
年
六
月
、
日
本
法
令
様
式
販
売
所
刊
、
一
六
0
頁。
図
荻
野
義
夫
「
宴
会
」
、
朝
日
新
聞
、
三
八
年
一
月
十
七
日
、
朝
刊
五
面
。
前
掲
、
海
野
安
美
「
交
際
費
の
上
手
な
税
務
処
理
」
、
一
六
頁
。
③
木
山
喬
「
交
際
費
課
税
に
つ
い
て
」
、
企
業
会
計
、
一
二
四
年
六
月
号
、
後
掲
、
第
2
表
、
注
、
稲
葉
国
夫
「
交
際
費
課
税
の
実
態
」
。
④
「
欽
食
店
プ
ー
ム
」
、
読
売
新
聞
、
三
九
年
一
月
十
三
日
、
朝
刊
四
面
。
記
事
中
、
昨
年
と
あ
る
の
は
、
三
七
年
の
誤
ま
り
と
思
わ
れ
る
。
の
繁
栄
が
、
国
民
経
済
的
に
み
て
、
0
0
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
0
0
 
資
本
と
労
働
力
の
全
く
不
生
産
的
な
0
0
 
濫
費
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
四
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第 2表 企業交際費の規模別・業種別の負担度
二、
伝種‘¥、1交際費対売上高3比．認率1年間取引高
最高会社| 10.4億円
倉庫
最低 11 I 1.53 I 44.0 
保
最高 II I 1.1.95  I  109.9 
険
最低 II I o.59 1280.9 
最高 II I 2.06 I 36.5 
ガラス・土石
最低 II | o.64 | 217.7 
最高 II | 4.58 | 6.4 
繊維機械
最低／／ I o.46 i 112.s 
最高 II I 3.37 1 56.7 
映 画
最低／／ I o.04 i 121.6 
最高 II I 1.9s I 56.2 
飲 料
最低 II I o.43 i 3so.2 
最高 II I 2.so I 14.9 
鉄 鋼
最低／／ l 0.14 i 230.0 
製
最高 II I 1.62 I 38.9 
紙
最低 II I o.19 i 1ss.3 
（注） 稲葉国夫「交際費課税の実態」，税経通信，
35年11月号， P.142,資料(][)より，原資料は，
上場会社312社の33年度の有価証券報告書より
作成されたものである。
⑤
女
性
だ
け
で
、
四
O
~六
0
万
人
と
い
う
別
の
推
計
数
字
も
あ
る
。
七
月
二
七
日
号
、
参
照
。
6
 
．
 
7
 
~
 
ヤ
ン
・
デ
ン
マ
ン
「
ホ
ス
テ
ス
百
万
人
の
生
態
」
、
週
刊
新
潮
、
三
九
年
通
産
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
「
昭
和
三
五
年
商
業
統
計
表
」
、
第
二
巻
、
六
五
六
l
六
五
七
頁
。
捉
山
季
之
「
全
調
査
一
0
0万
人
の
ホ
ス
テ
ス
」
、
婦
人
公
論
、
三
九
年
一
0
月
号
、
二
四
八
ー
ニ
六
三
頁
。
そ
の
会
計
学
的
性
格
企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
五
企
業
交
際
費
の
会
計
学
的
性
格
の
吟
味
は
、
従
来
と
か
く
不
問
に
付
さ
れ
勝
ち
な
問
題
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
わ
が
国
の
文
献
上
も
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
若
干
の
相
異
な
る
見
解
が
幾
人
か
の
人
達
に
よ
っ
て
、
漸
く
近
年
に
お
い
て
多
少
と
も
展
開
さ
れ
376 
②
限
定
的
費
用
説
多
数
の
税
務
当
局
者
や
一
部
実
務
家
も
こ
の
立
場
を
認
め
て
い
る
が
、
1
研
究
者
の
見
解
と
し
て
は
沼
田
嘉
穂
教
授
の
そ
れ
に
、
こ
れ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
教
授
の
見
解
は
、
こ
れ
を
約
言
す
る
と
、
企
業
交
際
費
の
費
用
性
が
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
金
額
も
当
然
狭
い
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
教
授
に
よ
れ
ば
、
「
交
際
費
の
全
く
ふ
れ
よ
う
と
し
な
い
点
に
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
て
き
た
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
大
別
し
て
山
全
面
的
費
用
説
、
②
限
定
的
費
用
説
、
③
利
益
処
分
説
と
で
も
仮
称
し
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
十
全
な
論
議
の
展
開
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
第
一
の
全
面
的
費
用
説
が
優
位
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
諸
見
解
の
代
表
的
な
も
の
の
吟
味
を
通
じ
て
、
私
見
の
一
端
を
の
べ
て
み
よ
う
。
山
全
面
的
費
用
説
実
務
家
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
こ
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
研
究
者
の
見
解
と
し
て
は
木
村
重
義
、
新
井
益
太
郎
両
教
授
の
論
稿
に
、
こ
れ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
木
村
教
授
の
ば
あ
い
は
、
相
異
な
る
見
解
の
存
在
に
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
こ
れ
が
批
判
的
吟
味
は
避
け
ら
れ
、
「
交
際
費
が
、
財
務
会
計
上
、
経
営
の
費
用
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
経
営
の
収
益
に
対
応
す
る
性
格
の
も
の
で
、
期
間
損
益
計
算
上
、
年
度
収
益
と
の
対
応
計
算
に
も
た
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
」
と
、
断
定
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
新
井
教
授
の
ば
あ
い
は
、
交
際
費
の
費
用
性
に
つ
い
て
は
同
様
に
全
面
的
断
定
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
必
然
性
の
根
拠
を
問
わ
れ
な
い
ま
ま
に
「
結
果
的
に
み
て
売
上
収
益
の
増
加
に
役
立
た
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
営
業
外
費
用
と
し
て
処
置
す
る
こ
と
も
已
む
を
え
な
い
。
」
と
し
て
、
最
終
的
に
は
費
用
と
し
て
の
交
際
費
が
、
一
方
で
は
原
価
性
の
有
無
で
山
製
造
原
価
、
③
営
業
費
、
③
営
業
外
費
用
（
売
上
収
益
の
増
加
に
彼
立
た
な
い
）
と
形
態
上
三
つ
に
分
解
し
、
さ
ら
に
他
方
で
は
収
益
へ
の
期
間
的
対
応
関
係
の
如
何
で
、
こ
れ
ら
三
形
態
に
い
ま
一
っ
④
繰
延
資
産
（
徐
々
切
に
売
上
収
益
の
増
大
に
役
立
つ
）
と
い
う
第
四
形
態
の
も
の
が
随
伴
す
る
経
過
を
、
素
描
し
て
お
ら
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
、
こ
の
見
解
が
現
行
の
会
計
実
務
を
無
条
件
に
肯
定
し
企
業
交
際
費
そ
の
も
の
の
本
質
に
は
六
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き
か
え
る
誤
ま
り
を
、
お
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
七
内
容
が
漢
然
と
し
、
そ
の
経
営
活
動
上
の
役
立
性
が
確
実
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
交
際
費
の
費
目
の
適
正
並
び
に
金
額
の
適
正
に
つ
い
て
多
く
の
脆
弱
性
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
交
際
費
費
目
の
適
正
に
つ
い
て
の
主
張
は
経
営
活
動
を
有
利
に
行
う
た
め
に
は
相
手
の
善
意
を
え
た
上
で
取
引
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
目
的
か
ら
交
際
の
た
め
に
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
実
務
を
前
提
と
す
る
以
上
、
多
分
に
根
拠
を
有
す
る
。
よ
っ
て
経
営
活
動
の
上
か
ら
当
然
発
生
す
る
費
用
多
く
の
人
件
費
・
物
件
費
の
如
き
に
比
し
て
、
費
目
と
し
て
の
薄
弱
性
は
あ
る
に
し
て
も
、
こ
れ
を
全
く
否
定
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
と
に
か
く
こ
の
よ
う
に
し
て
交
際
費
は
費
目
と
し
て
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
費
目
の
薄
弱
性
は
そ
③
 
の
結
果
と
し
て
金
額
の
適
正
に
つ
い
て
の
限
度
が
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
C
」
と
、
い
わ
れ
る
。
こ
の
種
見
解
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
疑
問
は
、
費
用
性
あ
る
企
業
交
際
費
に
つ
い
て
の
金
額
上
の
限
定
が
ど
の
よ
う
に
し
て
合
理
的
に
解
決
さ
れ
、
限
定
さ
れ
た
金
額
以
上
の
現
実
の
出
費
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
と
し
て
理
論
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
の
解
明
を
通
じ
て
、
実
は
全
体
と
し
て
の
企
業
交
際
費
に
お
け
る
費
用
性
の
欠
如
そ
の
も
の
が
、
よ
り
明
確
化
さ
れ
る
の
で
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
種
見
解
は
、
企
業
交
際
費
の
性
格
規
定
と
い
っ
た
質
の
問
題
を
、
ど
こ
か
で
量
の
問
題
と
お
③
利
益
処
分
説
右
の
二
つ
の
立
場
に
真
向
う
か
ら
対
立
す
る
の
が
、
企
業
交
際
費
を
利
益
処
分
項
目
と
し
て
把
握
す
る
第
三
の
14 
見
解
で
あ
る
。
こ
の
見
解
を
主
唱
さ
れ
る
の
は
岡
部
利
良
教
授
で
あ
り
、
坂
本
藤
良
氏
の
立
場
も
ほ
ぼ
こ
れ
と
一
致
し
て
い
る
。
岡
部
教
授
の
見
解
は
、
こ
れ
を
約
言
す
る
と
、
業
経
営
上
も
賃
金
、
減
価
償
却
費
、
原
材
料
費
等
と
同
じ
意
味
で
必
要
不
IJ
欠
の
費
用
で
は
な
く
、
会
計
学
上
、
そ
の
本
来
の
性
質
に
15 
し
た
が
い
、
利
益
処
分
項
目
と
し
て
取
扱
う
べ
き
性
格
の
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
教
授
の
見
解
は
、
企
業
交
際
費
の
山
経
営
上
に
お
け
る
必
要
不
可
欠
性
の
検
討
、
②
支
払
い
財
源
と
支
出
そ
の
も
の
（
価
値
消
費
）
の
性
格
の
吟
味
、
③
全
額
課
税
説
の
主
張
と
企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
企
業
交
際
費
は
本
来
利
潤
を
財
源
と
し
て
支
払
わ
れ
る
社
会
的
浪
費
で
、
こ
れ
は
企
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第
二
点
に
つ
い
て
は
、
教
授
に
よ
れ
ば
、
必
ず
し
も
す
べ
て
費
用
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
な
ん
ら
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
理
由
と
し
て
費
用
な
る
も
の
を
考
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、
な
こ
と
に
も
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
」
。
や
が
て
」
法
人
税
、
配
当
、
積
立
金
の
よ
う
な
も
の
さ
え
、
賃
金
、
減
価
償
却
費
、
原
材
料
費
等
と
い
う
も
の
は
「
企
業
経
営
上
ま
さ
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
交
際
費
の
よ
う
な
も
の
は
、
け
っ
し
て
こ
う
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
…
…
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
は
交
際
費
を
も
っ
て
企
業
経
営
上
い
か
に
も
必
要
性
の
あ
る
も
の
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
が
、
じ
つ
は
こ
の
場
合
に
い
わ
れ
て
．
．
．
 
い
る
こ
の
必
要
性
と
い
う
の
は
、
た
ん
に
経
営
者
た
ち
の
競
争
上
の
関
係
や
あ
る
い
は
彼
ら
の
い
わ
ゆ
る
み
え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
…
…
し
た
が
っ
て
、
か
り
に
経
営
者
全
部
が
こ
う
い
う
交
際
費
を
す
っ
か
り
や
め
て
し
ま
え
ば
、
企
業
経
営
に
は
べ
つ
に
な
ん
ら
決
定
的
な
支
障
な
ど
生
じ
な
い
う
え
に
、
こ
の
無
駄
な
社
会
的
に
も
大
き
な
浪
費
で
あ
る
交
際
費
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
、
あ
れ
こ
れ
気
を
使
う
必
要
な
ど
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
は
ず
で
あ
る
。
」
と
、
あ
る
が
、
じ
つ
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
元
来
交
際
費
、
か
と
い
う
こ
と
を
み
る
な
ら
ば
、
一
応
明
ら
か
に
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
い
ま
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
み
る
と
、
交
際
費
は
、
少
な
く
と
も
一
般
に
は
、
本
来
え
ら
れ
た
利
潤
（
す
な
わ
ち
も
う
か
っ
た
利
益
）
を
財
源
と
し
て
支
払
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
本
来
の
姿
（
本
質
）
は
利
潤
を
意
味
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
種
類
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
収
益
か
ら
差
引
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
根
拠
の
あ
る
も
の
で
あ
れ
ば
べ
つ
で
あ
る
が
、
し
か
し
交
際
費
の
場
合
に
は
…
…
こ
う
し
た
根
拠
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
は
な
ん
ら
存
在
し
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
当
然
第
一
点
に
つ
い
て
は
、
教
授
に
よ
れ
ば
、
企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
い
う
三
つ
の
論
点
か
ら
成
立
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
内
容
を
い
ま
少
し
考
察
し
て
み
よ
う
。
「
も
と
も
と
、
あ
る
支
出
が
企
業
経
営
上
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
い
わ
れ
る
。
「
す
べ
て
費
用
と
さ
れ
る
よ
う
「
交
際
費
と
は
本
来
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
え
て
み
る
必
要
が
．
．
．
．
．
．
 
一
般
に
ど
こ
か
ら
、
あ
る
い
は
何
を
財
源
と
し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
八
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．
．
．
 
そ
の
本
来
の
性
質
に
し
た
が
い
…
…
利
益
処
分
項
目
と
し
て
と
り
扱
う
べ
き
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
、
第
三
点
に
つ
い
て
は
、
教
授
に
よ
れ
ば
、
「
本
来
か
ら
い
う
と
、
じ
つ
は
交
際
費
に
つ
い
て
は
全
額
課
税
こ
そ
当
然
と
っ
て
し
か
る
•••••••• 
べ
き
方
法
な
の
で
あ
る
。
…
…
し
た
が
っ
て
ま
た
交
際
費
を
使
う
な
ら
、
そ
れ
に
該
当
す
る
利
潤
部
分
に
も
当
然
税
金
を
支
払
っ
た
う
え
で
堂
々
と
使
っ
た
ら
い
い
」
の
で
あ
っ
て
、
「
不
当
な
計
算
の
方
法
か
ら
生
ず
る
重
大
な
社
会
的
諸
影
響
（
従
業
者
に
は
賃
金
ス
ト
ッ
プ
と
労
働
強
化
が
、
広
く
国
民
に
は
租
税
の
転
嫁
と
物
価
の
引
上
げ
が
強
ひ
ら
れ
る
こ
と
を
、
教
授
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
ー
ー
引
用
者
）
右
の
考
察
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
岡
部
教
授
の
企
業
交
際
費
に
つ
い
て
の
性
格
規
定
は
、
そ
の
支
出
そ
の
も
の
の
性
格
に
お
け
る
費
用
性
の
否
定
と
そ
の
支
払
い
財
源
に
お
け
る
利
潤
性
の
指
摘
か
ら
、
二
面
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
ば
あ
い
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
教
授
は
、
あ
と
の
支
払
い
財
源
に
お
け
る
利
潤
性
の
指
摘
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
か
れ
て
、
支
出
そ
の
も
の
の
積
極
的
な
性
格
措
定
を
や
や
等
閑
視
さ
れ
た
傾
き
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
企
業
の
資
本
価
値
の
外
部
へ
の
流
失
形
態
に
ほ
、
費
用
と
利
益
分
配
（
狭
義
）
と
だ
け
で
は
な
く
、
減
資
や
資
本
価
値
の
単
な
る
喪
失
と
し
て
の
損
失
も
こ
れ
に
加
わ
る
。
価
値
消
費
と
し
て
の
企
業
交
際
費
の
性
格
措
定
は
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
何
れ
か
の
も
の
と
し
て
、
主
体
的
・
客
観
的
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
私
見
で
は
、
0
0
 
企
業
交
際
費
の
会
計
学
的
性
格
は
現
下
の
経
済
体
制
に
基
づ
く
制
度
的
な
損
失
で
あ
り
、
か
か
る
損
失
な
る
が
ゆ
え
に
、
利
益
処
分
項
目
（
広
義
）
と
し
て
そ
れ
は
、
会
計
処
理
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
な
い
か
と
思
う
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
は
じ
め
て
、
「
社
会
的
浪
費
」
と
い
う
国
民
経
済
的
認
識
と
「
制
度
的
損
失
」
と
い
う
個
別
経
済
的
認
識
と
の
論
理
の
一
貫
性
が
保
た
れ
、
こ
こ
に
企
業
交
際
費
の
削
減
と
止
揚
に
つ
い
て
の
強
力
な
主
張
が
客
観
的
に
も
主
体
的
に
も
妥
当
性
を
、
与
え
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
山
木
村
重
義
「
交
際
費
の
性
格
と
会
計
処
理
」
、
簿
記
、
三
七
年
十
月
号
。
③
新
井
益
太
郎
「
企
業
会
計
に
お
け
る
交
際
費
課
税
の
性
格
」
、
税
経
通
信
、
三
九
年
二
月
号
。
企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
て
み
る
な
ら
ば
、
い
っ
そ
う
そ
う
で
あ
る
。
」
と
、
い
わ
れ
る
。
九
を
念
頭
に
お
い
い
わ
れ
る
。
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企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
③
沼
田
嘉
穂
「
交
際
費
・
機
密
費
の
本
質
と
会
計
上
の
処
理
」
、
簿
記
、
三
六
年
一
月
号
。
④
坂
本
藤
良
「
近
代
経
営
と
原
価
理
論
」
、
三
二
年
十
一
月
、
有
斐
閣
刊
、
三
七
三
頁
、
店
刊
、
一
五
一
1-
、
一
五
六
頁
。
固
岡
部
利
良
「
交
際
費
の
利
益
処
分
的
性
格
」
、
薄
記
、
三
六
年
十
月
号
。
会
計
的
管
理
手
法
と
そ
の
限
界
「
日
本
資
本
主
義
と
経
営
技
術
」
、
三
四
年
九
月
、
森
山
書
企
業
交
際
費
の
会
計
的
管
理
手
法
が
予
算
統
制
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
だ
が
、
「
交
際
費
の
予
算
統
制
は
、
予
算
担
当
部
門
の
み
の
力
で
は
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
実
施
部
門
で
の
良
識
と
適
切
な
判
断
が
必
要
で
あ
っ
て
、
多
く
の
会
社
で
は
、
交
際
費
の
支
山
弁
に
つ
い
て
は
相
当
高
級
の
幹
部
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
。
そ
し
て
、
「
交
際
費
を
も
し
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
す
れ
ば
、
相
6
3
 
当
細
か
い
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
っ
て
、
会
計
的
な
手
法
で
は
限
ら
れ
た
範
囲
し
か
統
制
で
き
な
い
」
性
格
の
も
の
で
、
「
単
に
、
予
a
 
算
統
制
で
交
際
費
の
ム
ダ
を
な
く
そ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
こ
そ
ム
ダ
な
努
力
に
終
わ
る
」
だ
ろ
う
と
、
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
、
基
本
的
に
は
坂
本
藤
良
氏
や
谷
山
治
雄
氏
の
い
わ
れ
る
「
使
え
る
身
分
に
な
っ
た
ら
、
幾
ら
使
っ
て
も
使
っ
た
方
が
得
で
は
な
い
か
と
囚
い
う
よ
う
な
」
社
内
事
情
に
あ
っ
て
、
今
日
の
企
業
交
際
費
予
算
の
中
心
的
な
最
小
構
成
単
位
た
る
「
個
人
枠
」
が
、
多
分
に
特
権
的
地
位
の
「
余
得
」
1
1
「
隠
れ
た
給
与
」
と
し
て
の
実
体
と
右
の
地
位
に
照
応
し
た
上
に
厚
く
下
に
は
薄
い
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
成
を
、
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
交
際
費
予
算
ほ
、
な
る
程
一
般
社
員
に
と
っ
て
は
、
山
上
司
に
よ
る
事
前
（
事
後
）
承
認
性
、
②
公
給
領
収
証
の
添
付
制
、
③
金
券
制
（
切
符
制
）
ヽ
④
業
績
主
義
に
よ
る
割
当
制
等
と
い
っ
た
「
死
に
金
」
チ
ェ
ッ
ク
の
ガ
ン
ジ
ガ
ラ
メ
の
管
理
制
度
で
あ
ろ
う
が
、
政
治
力
の
あ
る
社
長
や
重
役
の
な
か
の
実
力
者
に
と
っ
て
は
「
必
要
と
あ
ら
ば
経
理
部
長
に
同
命
じ
て
、
他
の
勘
定
科
目
か
ら
、
い
く
ら
で
も
ヤ
｀
｀
、
交
際
費
を
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
―
つ
の
目
安
に
し
か
、
す
ぎ
な
い
か
ら
で
1
0
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と
こ
ろ
で
、
企
業
交
際
費
の
予
算
総
額
が
、
恐
ら
く
は
広
告
宜
伝
費
予
算
に
準
じ
て
、
過
去
の
実
績
や
将
来
の
予
測
を
勘
案
の
上
、
山
百
分
率
法
（
売
上
高
法
、
純
益
法
等
）
‘
②
競
争
者
対
抗
法
、
さ
ら
に
部
分
的
に
は
③
販
売
課
業
基
準
法
（
ク
ス
ク
。
メ
ソ
ッ
ド
）
等
の
併
用
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
十
分
推
測
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
予
算
総
額
の
各
分
課
、
各
個
人
へ
の
配
分
方
法
に
は
「
あ
る
会
社
で
は
、
部
長
が
い
く
ら
、
課
長
が
い
く
ら
、
課
長
代
理
が
い
く
ら
と
毎
月
の
ワ
ク
を
決
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
あ
る
会
社
で
は
そ
れ
を
毎
月
現
金
で
渡
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
あ
る
会
社
で
は
、
各
課
ご
と
に
毎
期
の
予
算
を
決
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
」
と
い
っ
た
形
態
上
の
多
様
性
が
み
ら
れ
る
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
各
形
態
を
通
じ
て
、
逆
ビ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
階
層
的
な
「
個
人
枠
」
集
団
が
、
前
述
の
特
権
的
地
位
の
余
得
と
い
う
一
面
と
業
績
主
義
に
よ
る
能
率
管
理
と
い
う
他
面
と
を
、
と
も
に
浮
彫
り
に
す
る
の
で
あ
標
準
的
な
某
商
社
に
お
け
る
―
つ
の
具
体
例
を
、
み
て
み
よ
う
。
「
ま
ず
、
毎
月
の
成
績
（
利
益
）
に
よ
っ
て
各
部
の
ワ
ク
が
決
定
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
二
0
彩
は
部
長
の
も
の
に
プ
ー
ル
さ
れ
て
、
残
り
の
八
〇
彩
が
各
課
に
配
分
さ
れ
る
。
こ
れ
を
一
0
0と
し
て
、
こ
の
う
ち
の
三
0
彩
は
、
各
課
の
人
数
に
比
例
し
て
分
配
さ
れ
る
が
、
残
り
の
七
0
彩
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
の
前
月
の
成
績
に
従
っ
て
あ
ん
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
各
課
の
配
分
が
決
ま
る
と
、
各
個
人
の
ワ
ク
が
、
こ
れ
も
前
月
の
成
績
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ワ
ク
内
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
課
長
の
承
認
な
く
し
て
、
自
由
に
使
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
事
後
承
認
は
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
の
だ
。
し
か
も
、
こ
の
接
待
の
申
請
は
、
社
長
決
裁
に
持
ち
込
ま
れ
る
と
い
う
き
び
し
さ
氾
。
」
と
、
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
概
の
商
社
で
は
こ
の
よ
う
な
配
分
方
法
だ
が
、
な
か
に
は
販
売
員
に
さ
ら
に
個
人
別
売
上
利
益
の
一
部
を
、
枠
外
の
交
際
費
と
し
て
与
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
、
い
わ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
多
少
、
個
人
枠
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
た
傾
き
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
る。 ある
。
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四、
企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
山
、
⑥
山
田
庄
三
郎
「
交
際
費
管
理
の
問
題
点
」
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
三
七
年
七
月
号
。
②
山
田
庄
三
郎
「
交
際
費
管
理
の
実
際
」
、
簿
記
、
三
七
年
十
月
号
。
向
山
坂
本
藤
良
「
経
営
学
へ
の
招
待
」
、
三
九
年
一
月
、
日
本
放
送
出
版
協
会
刊
、
一
七
九
頁
。
④
谷
山
沿
雄
「
交
際
費
の
き
り
つ
め
方
」
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
三
七
年
七
月
号
。
固
、
切
交
際
費
の
実
態
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
三
四
年
四
月
号
。
課
税
制
度
の
役
割
と
特
徴
わ
が
国
の
企
業
交
際
費
に
対
す
る
税
制
上
の
一
部
規
制
措
置
は
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
時
限
立
法
の
形
で
「
租
税
特
別
措
置
法
」
の
一
補
完
事
項
（
同
法
第
六
十
二
条
）
と
し
て
制
定
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
社
用
消
費
の
抑
制
と
は
別
に
、
企
業
間
の
交
際
費
負
担
の
差
別
化
を
媒
介
に
、
戦
後
に
お
け
る
巨
大
企
業
へ
の
一
連
の
重
点
的
な
減
税
政
策
に
よ
る
資
本
畜
積
を
補
強
し
、
同
時
に
か
か
る
巨
大
企
業
に
よ
る
独
占
的
な
市
場
支
配
の
安
定
強
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
わ
が
国
の
税
務
当
局
者
は
す
で
に
こ
の
前
年
の
二
十
八
年
―
―
一
月
、
同
様
の
目
的
か
ら
、
法
人
税
徴
収
の
際
の
あ
る
種
の
交
際
費
認
定
基
準
を
部
内
に
内
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
制
度
的
に
確
立
し
た
の
は
や
は
り
、
そ
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
課
税
制
度
は
そ
の
変
遷
の
概
要
が
第
3
表
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
そ
の
田
対
象
法
人
、
②
適
用
期
間
、
③
損
金
算
入
限
度
額
の
算
定
基
準
、
④
課
税
標
準
額
の
範
囲
に
つ
い
て
数
次
に
わ
た
る
改
変
を
み
な
が
ら
も
、
爾
来
今
日
ま
で
十
ヶ
年
余
を
経
過
し
、
さ
ら
に
そ
の
効
力
が
四
十
二
年
三
月
末
日
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
課
税
制
度
の
主
た
る
特
徴
は
、
右
の
③
損
金
算
入
限
度
額
の
算
定
規
準
と
④
課
税
標
準
額
の
範
囲
と
に
求
め
ら
れ
、
こ
の
二
つ
は
と
も
に
こ
の
ば
あ
い
、
隠
蔽
利
益
へ
の
課
税
の
た
め
の
本
来
的
課
税
標
準
と
し
て
の
、
現
実
の
企
業
交
際
費
支
出
額
の
二
重
の
矯
小
383 
化
に
甚
本
的
に
役
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
二
十
九
年
四
月
一
日
に
本
制
度
創
設
以
来
三
十
六
年
三
月
末
日
ま
で
は
実
績
基
準
と
業
種
別
売
上
高
基
準
と
の
選
択
制
が
採
用
さ
れ
た
が
、
三
十
六
年
四
月
一
日
以
降
は
定
額
基
準
と
自
已
資
本
甚
準
と
の
併
用
制
に
転
換
し
て
お
り
、
右
の
業
種
別
売
上
高
基
準
の
変
遷
概
要
は
第
4
表
に
示
す
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
創
設
以
来
遂
次
分
化
し
複
雑
多
岐
な
も
の
と
な
っ
た
経
過
が
、
一
見
し
て
こ
こ
か
ら
判
明
す
る
。
こ
の
売
上
高
基
準
に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
無
制
限
と
も
い
う
べ
き
分
化
現
象
と
、
も
う
―
つ
の
選
択
基
準
で
あ
る
実
績
基
準
に
も
み
ら
れ
る
同
様
な
累
積
的
複
雑
化
の
傾
向
が
、
こ
れ
ら
両
基
準
の
選
択
制
か
ら
新
た
な
別
の
基
準
の
併
用
制
へ
と
転
換
さ
せ
た
表
面
上
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
理
由
の
背
後
に
、
各
個
別
企
業
間
の
利
害
の
葛
藤
と
そ
の
国
家
権
力
に
よ
る
調
整
と
が
ひ
そ
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
ば
あ
い
、
こ
の
国
家
権
力
に
よ
る
調
整
の
具
体
的
内
容
が
、
業
種
を
こ
え
た
一
部
巨
大
企
業
へ
の
こ
の
種
課
税
の
大
巾
の
緩
和
や
さ
ら
に
は
交
際
費
規
制
そ
の
も
の
の
実
質
的
な
解
除
と
こ
れ
以
外
の
大
多
数
の
企
業
へ
の
交
際
費
支
出
の
一
定
基
準
額
内
で
の
固
定
化
の
強
制
を
究
極
的
に
志
向
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
ろ
う
。
旧
い
選
択
制
基
準
に
お
け
る
実
績
基
準
に
も
、
こ
の
よ
う
な
意
図
は
一
部
確
か
に
う
か
が
え
た
が
、
新
し
い
併
用
制
基
準
に
お
け
る
自
己
資
本
基
準
に
は
、
こ
の
意
図
が
一
層
露
骨
に
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
後
者
の
課
税
標
準
額
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
い
わ
ば
、
損
金
算
入
限
度
額
に
お
け
る
右
の
よ
う
な
機
能
を
さ
ら
に
弾
力
的
・
機
動
的
に
運
用
す
る
た
め
の
、
一
種
の
緩
衝
器
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
も
、
か
か
る
範
囲
の
縮
小
と
拡
大
が
波
状
的
に
進
行
す
る
過
程
の
う
ち
に
、
限
度
内
企
業
群
と
限
度
超
過
企
業
群
と
い
う
二
つ
の
企
業
群
の
何
れ
の
も
の
に
、
こ
の
波
状
攻
撃
の
主
た
る
目
標
が
お
か
れ
て
い
る
か
を
、
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
わ
が
国
の
企
業
交
際
費
課
税
制
度
は
、
そ
の
当
初
に
お
け
る
表
面
上
の
目
的
は
と
も
か
く
、
現
実
に
は
社
会
的
な
一
大
浪
費
と
し
て
の
企
業
交
際
費
の
一
般
的
な
削
減
を
何
ら
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
結
果
的
に
は
寧
ろ
、
そ
の
一
部
巨
大
企
企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
で
あ
る
。
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第
3
表
交
際
費
課
税
制
度
の
変
遷
概
要
ロ
29年
31
年
|
3
2
年
34
年
•一ーし|全
亨
法
＿
人
＿
I| 
同
的
年
左
期
末
資
本
金
同
左
期
末
資
本
金
同
左
対
象
法
人
500
万
円
以
上
の
法
人
1,000万
円
以
上
の
法
人
29.4.1. 
32.4.1. 
34.4.1. 
36.4.1. 
39.4.1. 
適
用
期
間
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
32.3.31. 
34.3.31. 
36.3.31. 
39.3.31. 
42.3.31. 
（
選
択
制
）
（
選
択
制
）
I
 
（
選
択
制
）
（
併
用
制
）
（
併
用
制
）
｛
史
鋲
茄
準
｛
：
額
甚
準
｛
門
自
己
ご
資
本
万
基
準円
損
金
算
入
限
度
額
｛
実
嶽
甚
準
｛
実
績
基
準
23何83年年れ度度かの
6
割割方
か
ー
率
300万
円
28
年
度
の
7
割
28
年
度
の
6
割
の
8
か
己
資
本
甚
準
多
い
の
算
定
基
準
業
種
別
売
上
高
基
準
業
種
別
売
上
高
基
準
業
種
別
売
上
高
基
準
等資1
,0本の00金合分積計の立額
1金の
1,000
分
の
2.5
平
均
2
~
3
割
強
化
若
干
緩
和
に
緩
和
課
税
標
準
額
の
範
超
過
額
の
5
割
超
過
全
額
同
左
同
左
超
過
額
の
2
割
1
 超
過
額
の
3
割
囲
（注）
資
本
金
，
梢
立
金
等
の
合
計
額
の
一
定
率
に
よ
る
自
己
資
本
基
準
は
，
36年
の
改
正
以
前
に
も
32年
の
改
正
以
来
新
設
法
人
に
の
み
，
最
初
の
売
上
発
生
年
度
ま
で
に
限
り
，
1,000分
の
15
の
率
で
適
用
さ
れ
て
い
た
。
富
岡
幸
雄
「
交
際
費
の
税
務
会
計
」
，
35
年
7
月
，
森
山
書
店
刊
，
P.25参
照
。
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第 4表 業種別売上高基準の変遥概要
企
業
交
際
費
管
見
（
洒
井
）
(1) 証券業および商品取引業 0.4(29~32年）→0.3(32~36年）
(2) 
(4) 
(8) 
UO) 
(1) 
貿易業
(3) 卸・小売・受託販売業
1部
1.5(29~32年）→0.8(32~36年）→ 1（国内取引 4割以上のもの34~36年）
1部
2.5(29~36年）→2（百貨店32~36年）
電気供給業 3(29~36年）
(5) 銀行・信託業 5(29~32年）→3.5(32~36年）
(6) 農漁林•水産蓑殖業，鉱業，ガス供給業
6 (29~32年）
/5（鉱業32~36年）
\.4 （農漁林•水産業，ガス供給業32~36年）
(7) 製造業（出版を除く），運輸・通信業（放送を除く），映画業
→4（食料品，繊維，製紙業等32~36年）
→5 （映画業32~36年）
1部
8 (29~32年） 1
→6（化学，機械業等32~36年→8（民生用電気・通信機器・
化粧品34~36年）
1部
→7（運輸業32~36年）→9（国際航空運輸34~36年）
→8 （医薬品製造業32~34年）→11(34~36年）
出版業（新聞を除く）および不動産貸付業
10(29~32年）
/8 （出版•印刷業32~36年）
'>. 7（不動産貸付業32~36年）
(9) 建設業および保険業 12(29~32年）→8(32~36年）
新聞，放送，ニュース供給業，広告業および倉庫業
その他（主としてサービス業）
15(29~36年）
8 (29~32年）→6(32~36年）
（注） 単位は1,000分の 1である。例えば，電気供給業は1,000分の 3である。
一
五
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五、
企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
図
減
税
総
額
二
、
二
三
一
億
円
の
六
劣
に
も
満
た
な
い
金
額
で
あ
る
。
課
税
制
度
が
前
向
き
の
姿
勢
を
と
る
の
は
、
何
れ
の
時
で
あ
ろ
う
力
山
加
田
泰
「
怖
る
べ
き
株
式
会
社
」
‘
-
―
-0年
十
一
月
、
経
済
往
来
社
刊
、
二
八
頁
。
図
武
田
昌
輔
「
税
務
会
計
の
研
究
（
三
）
」
、
会
計
、
三
九
年
六
月
号
、
一
0
一頁。
ア
メ
リ
カ
の
動
静
企
業
交
際
費
の
乱
脈
振
り
は
、
ひ
と
り
わ
が
国
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
現
代
資
本
主
義
の
類
敗
性
に
根
ざ
し
た
―
つ
の
国
際
的
な
傾
向
だ
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
こ
の
点
に
つ
い
て
の
最
近
の
ア
メ
リ
カ
の
動
静
の
一
端
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
近
年
、
ハ
ー
バ
ァ
ー
ド
大
学
が
全
米
各
産
業
の
経
営
者
層
一
、
七
0
0人
を
対
象
に
し
て
行
な
っ
た
ア
ソ
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
「
是
非
や
め
て
ほ
し
い
（
業
界
の
）
悪
習
慣
は
何
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
そ
の
二
三
形
の
人
達
が
①
「
贈
物
、
リ
ベ
ー
ト
、
コ
ー
ル
ガ
ー
ル
」
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
そ
の
他
の
回
答
③
差
別
価
格
|
|
―
八
グ
ダ
、
⑧
誇
大
広
告
ー
~
一
四
形
、
④
取
引
上
の
差
別
＇
~
九
彩
、
⑥
価
格
カ
ル
テ
ル
ー
_
|
八
形
等
を
引
き
は
な
す
最
大
の
悪
習
慣
と
し
て
、
乱
脈
な
社
用
消
費
が
こ
れ
ら
経
営
者
層
に
属
山
す
る
人
達
自
身
か
ら
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
、
物
語
っ
て
い
る
。
社
会
評
論
家
F
.
L
・
ア
レ
ン
も
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
み
ら
れ
る
社
用
消
費
の
風
潮
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
大
富
豪
ば
か
り
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
世
間
並
み
の
暮
し
を
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
人
々
の
間
に
も
、
半
分
は
会
社
の
金
で
生
活
し
て
ゆ
く
習
慣
が
生
ま
れ
た
。
「
経
営
費
」
（
会
社
経
費
ー
ー
引
用
者
）
の
名
目
で
、
個
人
的
な
費
用
を
支
払
う
の
で
あ
る
。
必
要
な
も
の
や
、
ほ
し
い
と
思
う
も
の
ー
自
分
自
身
や
、
家
族
や
、
お
客
の
た
め
に
無
制
限
に
住
宅
や
、
交
通
や
、
娯
楽
の
設
備
ー
が
無
料
で
つ
か
え
る
も
の
な
ら
ば
、
誰
だ
っ
て
サ
ラ
リ
ー
な
ど
は
一
文
も
も
ら
わ
な
く
て
も
や
っ
て
い
け
る
。
ほ
ぼ
こ
れ
に
近
い
う
ら
や
ま
し
い
状
態
が
、
多
く
の
会
社
の
重
役
の
生
活
に
見
ら
れ
た
。
必
要
が
あ
れ
一六
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一
九
六
三
年
（
昭
和
一
1
一
十
八
年
）
一
月
一
日
施
行
の
内
国
歳
入
局
規
則
に
基
づ
く
企
業
交
際
費
に
対
す
る
一
連
の
規
制
は
、
右
の
よ
う
な
今
日
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
用
消
費
の
乱
脈
振
り
を
そ
の
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
規
則
に
よ
る
と
、
山
一
件
一
0
ド
ル
以
上
の
企
業
交
際
費
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
領
収
書
や
請
求
書
を
添
付
し
た
詳
細
な
説
明
事
項
の
あ
る
申
告
書
の
提
出
が
必
要
と
さ
れ
、
ま
た
②
一
会
計
年
度
に
お
け
る
同
一
人
に
対
す
る
贈
物
の
金
額
（
損
金
性
あ
る
）
も
二
五
ド
ル
以
内
に
制
限
さ
れ
る
等
と
、
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
税
制
上
の
規
制
か
ら
、
年
間
二
億
五
、
0
0
0万
ド
ル
の
歳
入
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
、
い
わ
れ
囚る。
だ
が
、
こ
と
は
、
前
述
の
わ
が
国
に
お
け
る
諸
般
の
事
情
か
ら
も
、
容
易
に
想
像
さ
れ
よ
う
。
一
七
か
か
る
税
制
上
の
規
制
が
、
現
実
に
は
そ
れ
だ
け
で
は
、
多
く
の
ば
あ
い
に
、
そ
の
万
全
の
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
い
山
前
掲
、
田
辺
昇
一
「
会
社
を
食
い
も
の
に
す
る
の
は
誰
か
」
、
一
―
l
―
二
頁
。
控
即
掲
、
荻
野
義
夫
「
宴
会
」
、
こ
こ
に
は
わ
が
国
の
宴
会
ぎ
ら
い
の
経
営
者
の
例
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
さ
き
の
特
権
的
地
位
の
余
得
と
し
て
の
「
個
人
枠
」
も
、
機
械
的
に
特
定
の
経
営
者
個
人
の
個
人
消
費
だ
と
、
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
は
る
か
に
上
廻
る
重
役
が
私
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
フ
ロ
リ
ダ
に
い
た
時
に
、
自
分
で
は
と
て
も
手
が
出
な
い
と
思
う
品
物
を
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
乎
気
で
買
っ
て
い
る
人
が
あ
ん
ま
り
多
い
の
で
、
い
つ
で
も
驚
い
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
人
々
の
大
多
数
は
財
産
に
代
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
~
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
る
新
ら
し
い
財
源
を
発
見
し
、
利
用
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
財
源
こ
そ
、
個
人
的
な
勘
定
を
喜
ん
で
支
払
っ
て
く
れ
る
ヽ
a
、
、
、
、
、
、
、
、
会
社
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
（
圏
点
は
引
用
者
）
と
。
ば
、
い
つ
で
も
会
社
の
自
動
車
を
の
り
ま
わ
し
、
会
社
が
買
っ
た
汽
車
の
切
符
を
使
い
、
会
社
の
飛
行
機
に
乗
っ
た
。
ゴ
ル
フ
を
し
た
り
、
温
泉
に
つ
か
っ
た
り
し
な
が
ら
、
行
楽
地
で
事
務
的
な
会
議
を
い
く
日
も
い
く
日
も
続
け
、
支
払
い
は
も
ち
ろ
ん
会
社
に
つ
け
て
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ヽ
ヽ
2
お
く
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
よ
う
な
う
ま
い
汁
は
絶
対
に
吸
わ
な
い
重
役
も
沢
山
あ
っ
た
。
年
収
（
税
込
み
で
）
二
0
0、
0
0
0ド
ル
を
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む
．
す
企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
企
業
交
際
費
の
本
質
が
、
国
民
経
済
的
に
は
現
下
の
経
済
体
制
上
の
社
会
的
濫
費
で
あ
り
、
会
計
学
的
に
も
資
本
損
失
と
し
て
の
利
益
処
分
的
性
格
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
以
上
で
一
応
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
企
業
交
際
費
は
一
部
巨
大
企
業
に
と
っ
て
は
、
独
占
的
市
場
支
配
の
た
め
の
「
制
度
的
推
持
費
」
の
分
担
金
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
必
要
経
費
」
の
外
見
を
呈
す
る
こ
と
が
あ
り
え
た
と
し
て
も
（
実
は
こ
れ
も
、
そ
の
よ
う
な
外
見
上
の
こ
と
だ
け
だ
が
）
、
そ
れ
だ
け
か
か
る
取
引
市
場
か
ら
疎
外
さ
れ
る
大
部
分
の
企
業
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
全
く
の
資
本
損
失
に
他
な
ら
な
い
。
巨
額
の
企
業
交
際
費
が
湛
大
な
企
業
収
益
を
生
み
だ
す
の
で
は
な
く
、
逆
に
湛
大
な
企
業
収
益
が
巨
額
の
企
業
交
際
費
の
負
担
を
許
容
し
か
つ
こ
れ
を
強
制
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
企
業
交
際
費
は
、
そ
れ
が
現
実
に
湛
大
な
企
業
収
益
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
す
で
に
そ
の
内
に
賃
金
、
給
与
、
社
会
保
障
費
（
利
益
課
税
を
通
じ
て
国
家
の
）
等
へ
と
転
化
す
べ
き
も
の
を
胚
胎
し
て
い
る
と
、
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ア
プ
ノ
ー
マ
ル
な
個
人
的
消
費
で
あ
る
企
業
交
際
費
と
い
う
名
の
個
人
的
消
費
が
、
い
ま
一
度
本
来
の
個
人
的
消
費
（
そ
の
一
部
は
、
家
計
上
の
交
際
費
と
し
て
支
出
さ
れ
よ
う
）
に
還
元
さ
れ
る
の
は
、
家
計
と
い
う
消
費
経
済
の
収
入
源
へ
と
転
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
社
会
生
活
に
お
け
る
交
際
費
一
般
が
、
全
く
浪
費
的
な
の
で
は
な
い
。
企
業
交
際
費
と
い
う
名
の
特
定
の
個
人
的
消
費
が
、
極
め
て
非
社
会
的
・
類
敗
的
な
の
で
あ
る
。
税
制
上
の
規
制
措
置
や
会
計
的
管
理
手
法
が
そ
の
削
減
に
無
力
な
の
は
、
正
に
、
企
業
交
際
費
が
か
か
る
非
社
会
的
・
類
敗
的
な
制
度
上
の
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。
．
だ
が
、
企
業
交
際
費
を
会
計
学
上
、
資
本
損
失
と
し
て
認
識
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
れ
を
利
益
処
分
項
目
と
し
て
処
理
す
る
だ
け
び
③
F
.
L
・
ア
レ
ン
「
二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ
社
会
史
」
、
佐
藤
•
平
松
訳
、
一
―
1
0年
五
月
、
角
川
書
店
刊
、
一
七
八
頁
。
山
近
藤
悦
子
「
米
国
企
業
の
交
際
費
の
内
幕
」
、
経
済
人
、
三
七
年
十
二
月
号
。
一八
389 
で
は
、
右
の
よ
う
な
企
業
交
際
費
の
本
来
の
個
人
的
消
費
へ
の
還
元
を
、
究
極
的
に
確
立
す
る
こ
と
と
は
な
ら
な
い
。
企
業
交
際
費
を
接
待
の
た
め
の
い
わ
ゆ
る
遊
興
飲
食
費
に
限
定
し
て
み
て
も
、
そ
れ
は
わ
が
国
特
有
の
ゆ
が
め
ら
れ
た
料
飲
業
の
利
潤
と
賃
金
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
料
飲
業
の
、
健
全
な
国
民
経
済
の
発
展
方
向
か
ら
み
た
、
構
造
改
革
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
こ
れ
は
正
し
く
、
一
個
別
企
業
の
会
計
問
題
を
遥
か
に
こ
え
た
、
一
国
産
業
政
策
、
労
働
政
策
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
明
な
く
し
て
は
、
今
日
に
お
け
る
企
業
交
際
費
問
題
の
真
の
解
決
は
あ
り
え
な
い
と
思
う
。
山
松
下
幸
之
助
「
繁
栄
の
た
め
の
算
術
（
第
一
回
）
」
、
文
芸
春
秋
、
三
九
年
八
月
号
。
企
業
交
際
費
管
見
（
酒
井
）
一
九
